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【解説】大雲院の法華経について

　

因
幡
東
照
宮
の
別
当
寺
院
で
あ
る
乾
向
山
東
隆
寺
大
雲
院
（
以
下
「
大
雲

院
」）
は
、
藩
主
の
祈
願
所
・
歴
代
将
軍
家
の
位
牌
安
置
所
と
し
て
、
因
幡
・

伯
耆
両
国
に
お
い
て
最
も
手
厚
い
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
た
四
ヶ
寺
（
大
雲
院

〈
天
台
宗
〉・
興
禅
寺
〈
黄
檗
宗
〉・
龍
峰
寺
〈
臨
済
宗
〉・
慶
安
寺
〈
浄
土
宗
〉）

の
筆
頭
寺
院
で
あ
る
と
共
に
、
東
叡
山
寛
永
寺
の
直
末
と
し
て
天
台
宗
の
触
頭

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
寺
格
に
相
応
し
く
山
内
に
は
、
江
戸
時
代
に
黄
檗
僧
、
鉄

眼
道
光
（
一
六
三
〇
～
八
二
）
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
一
切
経
で
あ
る
黄
檗
版

大
蔵
経
（
鉄
眼
版
大
蔵
経
）
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
経

巻
と
し
て
は
天
台
宗
の
教
義
の
拠
り
所
で
あ
る
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』

八
巻
（
以
下
『
法
華
経
』）
が
数
多
く
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
八
巻
は
二
十
八
品
（
二
十
八
章
）
で
構
成
さ
れ
、
全
て
の
人
の

成
仏
と
仏
の
永
遠
不
滅
が
説
き
示
さ
れ
る
。
中
国
、
隋
時
代
の
僧
で
あ
る
天
台

大
師
智
顗
（
五
三
八
～
九
七
）
は
『
法
華
経
』
に
よ
り
天
台
宗
を
開
き
、
伝
教

大
師
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
が
そ
の
教
え
を
承
け
日
本
で
も
天
台
宗
を
開

い
た
。
天
台
宗
で
は
『
法
華
経
』
八
巻
を
本
経
と
し
、
そ
の
序
説
と
な
る
開
経

『
無
量
義
経
』
と
結
び
と
な
る
結
経
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』（『
観
普
賢
経
』）

を
合
わ
せ
て
「
法
華
三
部
経
」
と
称
し
信
仰
・
書
写
さ
れ
る
。『
法
華
経
』
は

古
来
、
日
本
で
最
も
親
し
ま
れ
た
経
典
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
中
世
の

文
化
全
般
に
ま
で
及
び
、『
枕
草
子
』
で
は
「
経
は
法
華
経
さ
ら
な
り
」（
経
典

と
い
え
ば
、『
法
華
経
』
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
）
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
法
華
経
』
法
師
品
に
は
、

　

若
し
善
男
子
・
善
女
人
、『
法
華
経
』
乃
至
一
句
を
受
持
・
読
誦
・
解
説
・

書
写
し
、
種
種
に
経
巻
に
華
・
香
・
瓔
珞
・
抹
香
・
塗
香
・
焼
香
・
繒

蓋
・
幢
幡
・
衣
服
・
妓
楽
を
供
養
し
、
合
掌
恭
敬
す
。（
中
略
）
当
に
知

る
べ
し
、
此
の
人
は
是
れ
大
菩
薩
な
り
と
。

と
『
法
華
経
』、
も
し
く
は
そ
の
一
句
で
も
書
写
し
供
養
し
た
な
ら
ば
、
そ
の

人
は
大
菩
薩
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
盛
ん
に
書
写
が
行
わ
れ

た
。
本
稿
で
は
大
雲
院
に
伝
来
す
る
『
法
華
経
』
の
写
本
よ
り
主
要
な
も
の
を

所
在
別
（
大
師
堂
・
御
霊
屋
・
別
置
）
に
紹
介
す
る
。

大
師
堂

　

大
師
堂
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）、
五
世
観
洞
の
時
に
建
て
ら
れ
た
と
さ

れ
る
（
補
223
「
摘
要
記
」）。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
石
黒
火
事
に
て
類
焼

し
、
そ
の
後
、
再
建
さ
れ
る
が
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
の
長
田
火
事
に
て

再
び
類
焼
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
再
建
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
長
田
火

事
に
よ
っ
て
類
焼
し
再
建
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
護
摩
堂
の
役
割
も
兼
ね
る

こ
と
と
な
り
、
御
神
忌
ほ
か
将
軍
の
年
回
忌
法
要
も
営
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
焼
失
し
、
翌
十
年
（
一
八
三
九
）
に
自

分
再
建
さ
れ
る
。
現
在
の
大
師
堂
に
は
二
部
の
『
法
華
経
』
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。

　

一
部
【
経
巻
13
～
22
】
は
大
師
堂
の
本
尊
で
あ
る
【
絵
画
38
】
元
三
大
師
像

（
慈
恵
大
師
）
を
納
め
る
厨
子
の
前
に
経
立
（
立
経
台
）
を
用
い
て
安
置
さ
れ

て
い
る
。『
法
華
経
』
八
巻
に
開
経
『
無
量
義
経
』
一
巻
、
結
経
『
観
普
賢
経
』

一
巻
を
合
わ
せ
た
十
巻
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
界
線
を
朱
で
引
く
珍
し
い

も
の
で
あ
る
が
、
奥
書
は
な
く
、
そ
の
由
緒
は
不
明
で
あ
る
。
字
姿
・
書
式
等

よ
り
江
戸
時
代
の
書
写
と
推
測
さ
れ
る
。

　

も
う
一
部
【
経
巻
23
～
26
】
は
【
絵
画
38
】
元
三
大
師
像
（
慈
恵
大
師
）
の

向
か
っ
て
左
手
の
東
照
宮
厨
子
の
前
に
経
立
（
立
経
台
）
を
用
い
て
安
置
さ
れ

て
い
る
。『
法
華
経
』
八
巻
が
現
存
す
る
が
、
虫
損
に
よ
り
固
着
し
て
い
る
。

料
紙
の
中
央
に
縦
の
折
跡
が
あ
り
、
折
跡
の
両
辺
に
丁
数
を
記
す
こ
と
か
ら
本

来
、
大
和
綴
で
あ
っ
た
も
の
を
開
き
、
巻
子
に
改
装
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

1
紙
16
行
（
半
丁
8
行
）
1
行
17
字
詰
。
句
切
点
・
圏
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、

末
尾
に
「
東
叡
山
凌
雲
院
慈
海
宋
順
授
正
」
と
墨
書
し
、
右
上
か
ら
時
計
回
り

に
去
・
入
・
平
・
上
、
縦
〇
2
つ
で
本
濁
、
横
〇
2
つ
で
新
濁
で
あ
る
旨
を
記

す
。
慈
海
宋
順
（
一
六
二
四
～
九
三
）
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
仙
波
喜
多

院
の
第
三
十
世
と
な
り
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
寛
永
寺
学
頭
凌
雲
院
第

四
世
と
な
っ
た
学
僧
で
あ
る
。
慈
海
が
読
誦
音
を
付
し
た
『
法
華
経
』
は
刊
行

さ
れ
、
慈
海
版
と
し
て
天
台
宗
に
お
け
る
『
法
華
経
』
読
誦
の
指
南
と
さ
れ
た
。

本
経
典
に
は
界
線
も
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
慈
海
版
を
底
本
と
し
て
書
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
八
の
書
写
奥
書
に
は
、

　
　

武
蔵
国
豊
島
郡
江
都
浅
草
材
木
町
富
田
才
兵
衛

　
　

天
明
五
乙
巳
八
月
十
三
日　
　
　
　
　

伊
之
写
之

　
　
　
　

六
部
終
四
拾
壹
萬
六
千
三
百
〇
四
字

　
　
　

同
七
部
終
四
拾
八
万
五
千
六
百
八
拾
八
文
字

と
あ
り
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、
浅
草
材
木
町
の
富
田
才
兵
衛
（
伊
之
）

が
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
富
田
才
兵
衛
に
つ
い
て
委
細
は
不
明
で
あ
る

が
、『
角
田
川
扇
合
』（『
廿
三
番
扇
合
』）
十
九
番
左
に
そ
の
名
が
見
え
、
安
永

大
雲
院
の
法
華
経
に
つ
い
て

上　

杉　

智　

英

八
年
（
一
七
七
九
）
八
月
十
四
日
に
三
島
景
雄
が
主
催
し
た
扇
合
に
参
加
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
に
続
き
、
漢
文
紀
行
『
漫
遊
文
草
』
の
著

者
と
し
て
名
高
い
儒
者
の
沢
元
愷
（
平
沢
旭
山
、
一
七
三
三
～
九
一
）
に
よ
る

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
跋
文
「
富
田
生
書
写
法
華
経
跋
」
が
付
さ
れ
て
い

る
。　

　

富
田
生
書
写
法
華
経
跋

　
　
　
　
　
　
　

菟
道　

澤
元
愷
撰

余
遇
就
事
而
問
富
田
生
、
語
次
及
屈
鵬
事
。
因

謂
、
屈
得
罪
而
檻
送
其
邦
、
已
置
之
死
地
。
某
巳

憫
其
繋
子
苛
法
。
故
為
起
願
謄
写
法
華
経
、

以
祷
再
帰
焉
。
謄
写
已
畢
。
屈
適
遁
謫
所
而

還
。
有
司
索
之
太
急
。
屈
削
髪
為
僧
。
千
里
之
路

具
嘗
艱
苦
。
始
達
于
都
下
、
遂
匿
于
富
生
家

焉
。
富
生
又
謂
余
而
曰
、
某
非
悟
佛
理
。
又
未
能
徹

信
。
但
釈
氏
之
説
謂
。
能
写
此
経
者
刀
刃
可
避
。
縲
紲

可
脱
。
某
姑
困
愚
而
復
聖
説
尓
。
屈
果
得
帰
都

者
非
偶
然
也
。
因
出
其
所
筆
示
余
而
曰
、
某
初

不
知
先
生
與
屈
相
識
。
而
今
為
之
感
。
幸
為
屈
生

賜
一
言
焉
。
余
乃
作
之
跋
曰
、
蓋
偶
耶
非
偶
耶
。

余
難
為
言
。
夫
影
響
立
法
而
不
足
乃
推
之
前
、
身

其
何
事
為
偶
。
彼
見
道
之
不
明
欲
決
天
道
於

□
下
。
於
是
顔
淵
盗
跖
其
是
非
潰
之
。
終
不
能
決

也
。
是
其
所
見
無
非
偶
然
者
。
拘
于
所
見
故
已
。
故

余
不
為
奇
屈
生
之
帰
都
。
而
奇
富
生
之
信
篤

焉
。
読
書
之
家
、
有
不
顧
其
久
要
者
。
何
況
世
間
汎

解
説
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交
乎
。
何
況
都
人
士
軽
薄
乎
。
富
生
為
之
居
□
而

不
疑
。
不
亦
篤
乎
。
其
為
屈
者
、
何
以
報
之
。
屈
生
得

罪
於
情
。
而
事
属
旧
悪
。
其
辜
何
重
。
其
□
何
酷
。

至
於
使
父
母
妻
孥
斃
于
悸
于
寔
歟
。［

知
文
法
而
後
憫
其
過
当
乎
。
其
所
知
者
［

□
平
生
耳
。
不
亦
奇
乎
。
余
不
侫
與
屈
生
有
面
識
。

初
聞
其
檻
送
也
。
唯
附
之
一
嘆
而
止
。
今
有
□
□
富

生
尓
。
是
以
不
拒
其
求
也
。
屈
已
入
死
地
而
免
。
又
因
僧

而
脱
身
。
其
入
于
佛
寔
得
其
所
者
歟
。
聞
［　
　

］
入

佛
主
不
立
字
家
之
宗
。
余
聞
之
浮
圖
氏
其
□
宗
旨

以
断
二
際
為
極
處
。
屈
生
武
士
也
。
余
知
［

割
断
々
落
々
其
双
如
新
□
硎
以
超
［　
　
　

］
言
辞

之
外
哉
。
是
其
所
以
報
富
生
者
、
或
在
其
［　
　

］
近

波
遂
波
。
亦
其
一
道
也
。
余
設
得
相
見
乃
［

□
□
前
敵
已
。
屈
以
天
明
二
年
到
流
所
。［

卯
、
富
生
謄
写
卒
業
。
其
明
甲
辰
、
屈
帰
［

今
則
匏
繋
于
河
内
退
蔵
峯
云
。
富
生
名
伊
之
。

□
□
浅
草
村
木
街
。
向
所
写
已
寄
之
［

詳
寺
。
是
其
第
二
写
、
屈
帰
後
而
成
云
。

天
明
丙
午
季
春
望
所
二
日
書
於
［

□
□

　

虫
損
に
よ
り
文
意
が
汲
め
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
富
田
才
兵

衛
（
伊
之
）
は
沢
元
愷
（
平
沢
旭
山
）
の
門
人
か
。
知
己
で
あ
る
屈
鵬
が
天
明

二
年
（
一
七
八
二
）
に
流
罪
と
な
っ
た
の
で
、
都
へ
帰
れ
る
よ
う
に
起
願
し
、

書
写
す
れ
ば
刀
に
切
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
縛
る
縄
か
ら
も
脱
す
る
こ
と
の
で

き
る
と
い
う
『
法
華
経
』
を
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
書
写
し
た
。
す
る
と

翌
四
年
（
一
七
八
四
）
に
屈
鵬
は
都
へ
と
戻
れ
た
。
そ
こ
で
書
写
し
た
『
法
華

経
』
を
屈
鵬
と
も
面
識
の
あ
る
沢
元
愷
（
平
沢
旭
山
）
に
見
せ
跋
文
を
請
う
た
。

天
明
三
年
に
書
写
し
た
『
法
華
経
』
は
既
に
大
祥
寺
（「
大
」
虫
損
あ
り
。「
天
」

か
）
に
寄
進
し
て
お
り
、
こ
の
『
法
華
経
』
は
屈
鵬
が
都
へ
と
戻
っ
た
後
に
完

成
し
た
も
の
と
い
う
。

　

富
田
才
兵
衛
は
何
度
も
『
法
華
経
』
を
書
写
し
た
よ
う
で
、
上
記
の
書
写
奥

書
に
よ
れ
ば
、
本
経
は
六
度
目
の
書
写
で
あ
り
、
そ
の
後
も
さ
ら
に
一
部
書
写

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
以
上
、
書
写
の
経
緯
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
大
雲
院
へ
寄
進
さ
れ
た
所
以
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

御
霊
屋

　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
以
降
、
将
軍
家
の
位
牌
所
で
あ
る
「
御
霊
屋
」
に

あ
る
木
造
漆
箔
彩
色
金
銅
装
の
多
宝
塔
【
58
】
の
中
に
は
、
釈
迦
・
多
宝
如
来

の
二
仏
と
舎
利
一
顆
を
納
入
し
た
宝
珠
形
容
器
を
安
置
し
、
そ
れ
を
取
り
囲
む

よ
う
に
『
法
華
経
』
八
巻
と
開
経
『
無
量
義
経
』
一
巻
、
結
経
『
観
普
賢
経
』

一
巻
を
合
わ
せ
た
十
巻
【
経
巻
27
～
36
】
が
納
め
ら
れ
て
い
る
（
図
版
a
）。『
法

華
経
』
見
宝
塔
品
第
十
一
に
は
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
を
説
く
釈
迦
の
前
に
、
地
面
よ
り
七
宝
で
飾
ら
れ
た
宝
塔
が
出

現
し
空
中
に
静
止
す
る
。
宝
塔
か
ら
声
が
し
て
、
釈
迦
の
説
く
『
法
華
経
』
が

真
実
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
弟
子
の
一
人
が
不
思
議
に
思
い
「
こ
の
宝
塔
は

何
な
の
か
？
こ
の
声
は
何
な
の
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
釈
迦
は
昔
、
多
宝
如
来

と
い
う
仏
が
、『
法
華
経
』
の
説
か
れ
る
時
に
は
、
必
ず
自
分
の
入
っ
た
宝
塔

を
出
現
さ
せ
、『
法
華
経
』
の
教
え
を
聴
き
、
そ
の
教
え
が
真
実
で
あ
る
と
褒

め
讃
え
る
と
誓
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
の
後
、
釈
迦
は
宝
塔
の
中
へ
入
り
、

多
宝
如
来
と
並
ん
で
座
り
、『
法
華
経
』
を
説
き
続
け
る
。

　

多
宝
塔
【
58
】
と
そ
こ
に
納
め
ら
れ
る
『
法
華
経
』『
無
量
義
経
』『
観
普
賢

経
』
十
巻
【
経
巻
27
～
36
】
は
こ
れ
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
緞
子

表
紙
、
木
製
朱
塗
八
角
軸
。
朱
界
線
を
引
き
一
紙
二
十
三
行
、
一
行
十
七
字
で

経
文
を
書
写
す
る
。
各
巻
末
に
は
書
写
奥
書
「
明
和
九
年
秋
九
月
隠
士
湛
純
欽

書
」
と
記
さ
れ
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
湛
純
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
湛
純
は
大
雲
院
の
七
世
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
住
職
と

な
り
、
院
室
号
「
慈
雲
院
」
を
預
か
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
隠
居
し
、

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
八
日
寂
す
る
。

　

な
お
、
結
経
で
あ
る
『
観
普
賢
経
』【
経
巻
36
】
の
末
尾
に
は
以
下
の
跋
文

が
付
さ
れ
て
い
る
。

此
妙
法
蓮
華
経
者
諸
佛
如
来
秘
密
之
蔵
、
深
奥

叵
測
広
大
難
名
。
原
以
若
読
若
書
、
五
種
法
師
妙

行
而
澆
季
修
習
径
術
也
。
経
曰
、
若
自
書
若
教
人

書
所
得
功
徳
以
佛
智
慧
寿
量
多
少
不
得
其
辺
。

明
文
在
茲
。
孰
當
不
信
矣
。
越
去
歳
辛
卯
正
値
八

月
初
一
日
法
弟
大
阿
闍
梨
智
徹
捐
命
十
三
周
、

十
月
十
二
日
俗
姪
浅
田
氏
宗
薫
清
信
男
亦
十

三
周
、
十
二
月
廿
七
日
法
子
竪
者
法
印
純
澄
十
三
周
之
期
。
為
之

親
書
此
経
八
軸
并
開
結
二
経
手
自
装
治
。
欲
以

資
三
七
也
。
之
得
果
各
直
月
諱
日
敬
陳
香
華
供

養
已
畢
。
今
歳
壬
辰
復
自
造
一
基
塔
列
植
斯
経

十
巻
送
諸
清
涼
山
大
雲
寺
安
奉
于
本
刹
正
殿
。

仰
惟
三
宝
諸
天
哀
愍
救
護
、
佛
日
増
輝
扶
桑
国
、

法
輪
常
転
像
末
世
。
発
願
云
。

書
写
経
王　

功
徳
威
力　

皇
圖
鞏
固　

国
家
平
均

造
寺
施
主　

命
過
檀
越　

歴
世
師
僧　

経
生
父
母

法
界
怨
親　

一
切
蠢
動　

等
会
真
如　

共
到
寂
光

維
時
明
和
九
年
龍
集
壬
辰
秋
九
月
二
十
七
日

前
慈
雲
院
法
印
大
僧
都
隠
士
湛
純
書
於
富
安

浄
信
菴
。

　

こ
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
明
和
八
年
辛
卯
（
一
七
七
一
）
八
月
一
日
は
法
弟
の

大
阿
闍
梨
智
徹
の
、
十
月
十
二
日
は
俗
姪
の
浅
田
宗
薫
の
、
十
二
月
二
十
七
日

は
法
子
の
竪
者
法
印
純
澄
の
そ
れ
ぞ
れ
十
三
回
忌
に
当
た
る
の
で
、
湛
純
は

『
法
華
経
』『
無
量
義
経
』『
観
普
賢
経
』
十
巻
を
書
写
し
、
自
ら
装
丁
し
て
、

各
々
の
祥
月
命
日
に
供
養
し
た
。
そ
し
て
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
多
宝
塔

を
造
り
こ
の
経
典
を
納
め
て
、
大
雲
院
末
寺
の
清
涼
山
大
雲
寺
（
五
世
観
洞
が

正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉
の
隠
居
以
降
に
中
興
）
の
正
殿
へ
納
め
た
と
い
う
。

各
巻
の
書
写
奥
書
は
こ
の
跋
を
書
い
た
時
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
の

書
写
年
次
は
跋
文
に
見
え
る
明
和
八
年
八
月
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
清
涼
山
大

雲
寺
（
霊
光
院
）
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
大
雲
院
の
移
転
に
よ
り
合
併

図版 a　【58】多宝塔
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【解説】大雲院の法華経について

さ
れ
る
。
そ
の
際
に
こ
の
『
法
華
経
』
を
納
め
た
多
宝
塔
も
大
雲
院
の
所
有
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
『
法
華
経
』
を
納
め
て
い
る
多
宝
塔
【
58
】
が

当
初
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
制
作
年
代
が
判
明
す
る
点
で
も
重
要
な
跋

文
と
言
え
る
。

　

別　

置

　
【
経
巻
1
～
12
】
は
凾
に
納
め
ら
れ
別
置
さ
れ
て
い
る
。【
経
巻
7
～
12
】
は

『
法
華
経
』
巻
第
一
・
三
・
五
・
六
・
七
・
八
の
六
巻
で
あ
り
、
そ
の
装
丁
（
緞
子

表
紙
）
と
書
式
よ
り
本
来
、
一
具
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
巻
第
八
【
経
巻

８
】
の
末
尾
に
は
、

奉
書
写

妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻

廻
向
菩
提
廻
向
実
際
廻
向
衆
生
。
藉
此
清

浄
勝
福
、
裁
五
住
稠
林
二
死
重
海
、
到
涅

槃
彼
岸
、
遊
解
脱
樓
、
観
覩
弥
陀
真
身
於
寂

光
、
成
普
賢
大
行
於
法
界
。
普
與
群
萠
同
会

真
如
。

延
享
丙
寅
年　

海
龍
王
権
僧
正
智
韶
謹
白

と
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）、
海
龍
王
権
僧
正
智
韶
の
書
写
奥
書
が
み
え
、『
法

華
経
』
一
部
八
巻
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

海
龍
王
権
僧
正
智
韶
は
東
叡
山
寛
永
寺
二
十
九
代
執
当
。『
東
叡
山

子
院
現
住
法
脈
記
』「
常
照
院
権
僧
正
玄
照
法
脈
」（『
天
台
宗
全
書
』

一
九
、七
五
・
七
六
頁
）
の
第
二
世
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
臨
済
宗

の
正
眼
禅
師
盤
珪
永
琢
の
も
と
で
出
家
す
る
が
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）

十
九
歳
で
改
宗
し
華
徳
院
公
祐
に
師
事
。
同
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
華
徳

院
住
職
。
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
は
飯
道
寺
岩
本
院
主
を
兼
帯
し
、
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
東
叡
山
寛
永
寺
の
子
院
で
あ
る
等
覚
院
の
第
十
三

世
と
な
り
智
韶
と
名
の
る
。
同
七
年
（
一
七
二
二
）
観
成
院
第
三
世
、
同

十
二
年
（
一
七
二
七
）
東
漸
院
第
八
世
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
明
王

院
第
七
世
と
寛
永
寺
子
院
の
住
職
を
転
任
し
、
同
年
、
執
当
と
な
る
。
延

享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
辞
職
し
権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）、
六
十
九
歳
で
示
寂
。

　

書
写
奥
書
か
ら
は
具
体
的
な
経
緯
や
大
雲
院
へ
の
来
歴
な
ど
は
詳
ら
か
で
は

な
い
が
、
東
叡
山
寛
永
寺
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
智
韶
の
晩
年
の
写
経
で
あ

る
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
大
雲
院
第
八
世
の
法
印
大
僧
都
徳
譲
は
東

叡
山
明
王
院
の
住
持
で
あ
り
、
智
韶
の
剃
頭
の
弟
子
で
あ
っ
た
（『
因
幡
国
東

照
宮
社
領
境
内
堂
舎
等
分
限
書
上
帳
』
一
第
八
世
法
印
大
僧
都
徳
譲
。
山
門
遺

教
院
一
代
也
。
元
東
叡
山
明
王
院
住
持
。
龍
王
院
智
韶
権
僧
正
剃
頭
弟
子
也
）。

あ
る
い
は
、
徳
譲
が
住
職
と
な
っ
た
明
和
四

年
（
一
七
六
七
）
に
大
雲
院
へ
入
る
か
。

　
【
経
巻
4
～
6
】
は
紺
紙
に
金
泥
で
界
線

を
引
き
『
法
華
経
』
巻
第
七
【
経
巻
6
】（
図

版
b
）・『
阿
弥
陀
経
』【
経
巻
4
】・『
般
若

心
経
』【
経
巻
5
】
を
書
写
す
る
紺
紙
金
字

経
で
あ
る
。
本
来
は
『
法
華
経
』
八
巻
・
開

経
『
無
量
義
経
』
一
巻
・
結
経
『
観
普
賢
経
』

一
巻
と
『
阿
弥
陀
経
』
一
巻
・『
般
若
心
経
』

一
巻
の
十
二
巻
を
一
具
と
し
て
書
写
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
表
紙
は
紺
紙

に
金
銀
泥
で
宝
相
華
唐
草
文
を
、
見
返
し
に

金
銀
泥
で
霊
鷲
山
釈
迦
説
法
図
を
描
き
、
第
一
紙
右
端
か
ら
内
題
ま
で
を
広
く

と
る
（【
経
巻
4
】
八
㎝
、【
経
巻
5
】
七
・
五
㎝
、【
経
巻
6
】
九
㎝
）。
書
写

奥
書
は
な
い
が
、
宝
相
華
唐
草
文
や
字
姿
・
書
式
よ
り
江
戸
時
代
の
書
写
と
考

え
ら
れ
る
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
『
因
幡
国
東
照
宮　

社
領
境
内
堂
舎
等
分
限

書
上
帳
』（
後
述
）
に
は
、「
一　

御
経　

紺
紙
金
泥
法
華
経
左
之
通
」
と
し
て

「
第
七
巻　

小
野
道
風
筆
（
中
略
）
右
者
伯
州
日
野
郡
豪
農　

緒
形
四
郎
兵
衛

／
第
九
世
良
航
に
附
與
納
社
内
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
【
経

巻
6
】
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
野
の
豪
農
、
緒
形
四
郎
兵
衛
が

第
九
世
良
航
に
寄
進
し
た
も
の
と
な
る
。

　
【
経
巻
3
】
は
色
紙
（
色
染
め
の
料
紙
）
に
金
泥
を
用
い
て
『
法
華
経
』
化

城
喩
品
第
七
を
書
写
す
る
装
飾
経
。
内
題

に
「
妙
法
蓮
華
経
化
城
喩
品
第
七
」
と
あ

り
（
図
版
c
）、
尾
題
は
後
筆
で
「
妙
法
蓮

華
経
巻
第
三
」
と
墨
書
す
る
（
図
版
d
）。

表
紙
を
欠
く
全
十
二
紙
。
第
一
～
十
紙
が

橡
色
、
第
十
一
紙
が
紺
色
、
第
十
二
紙
が

薄
茶
色
に
染
め
ら
れ
て
い
る
。
各
料
紙
の

幅
・
行
数
は
以
下
の
通
り
。

第
一
紙
（
橡
色
）　

四
六
・
一
㎝　

26
行

第
二
紙
（
橡
色
）　

四
九
・
五
㎝　

28
行

第
三
紙
（
橡
色
）　

四
九
・
五
㎝　

28
行

第
四
紙
（
橡
色
）　

四
五
・
五
㎝　

26
行

第
五
紙
（
橡
色
）　

四
五
・
七
㎝　

26
行

第
六
紙
（
橡
色
）　

四
五
・
六
㎝　

26
行

第
七
紙
（
橡
色
）　

四
九
・
二
㎝　

28
行

第
八
紙
（
橡
色
）　

四
六
・
〇
㎝　

26
行

第
九
紙
（
橡
色
）　

四
二
・
〇
㎝　

24
行

第
十
紙
（
橡
色
）　

四
九
・
二
㎝　

28
行

第
十
一
紙
（
紺
色
）
四
九
・
九
㎝　

30
行

第
十
二
紙
（
薄
茶
色
）
三
〇
・
三
㎝　

18
行

　

経
典
の
内
容
上
、
第
三
～
四
紙
間
に
本
来
、
も
う
一
紙
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
九
巻
23
頁
中
段
7
行
目
「
等
所
獻
宮
殿
願
垂
納

受
」
か
ら
23
頁
下
段
14
行
目
「
以
偈
頌
曰
」
に
該
当
）。
料
紙
の
色
が
変
わ
る

第
十
～
十
一
紙
間
と
第
十
一
～
十
二
紙
間
は
経
典
の
内
容
上
、
間
断
な
く
接
続

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
一
～
十
紙
（
橡
色
）
と
第
十
一
紙
（
紺
色
）
で
は
一

紙
の
行
数
が
異
な
り
、
第
十
～
十
一
紙
間
は
界
線
も
ず
れ
て
い
る
。
ま
た
、
界

線
は
第
一
～
十
一
紙
は
銀
泥
で
引
か
れ
て
い
る
が
、
第
十
二
紙
は
金
泥
で
引
か

れ
て
お
り
、
第
十
二
紙
だ
け
金
銀
の
小
切
箔
を
散
ら
す
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る

と
、
本
来
、
第
一
～
十
紙
（
橡
色
）
と
第
十
一
紙
（
紺
色
）
と
第
十
二
紙
（
薄

茶
色
）
は
個
別
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
後
代
に
貼
り
合
わ
せ
一

巻
と
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
は
料
紙
や
字

姿
よ
り
平
安
時
代
（
11
～
12
世
紀
）
の
装
飾
経
と
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

　
【
経
巻
1
・
2
】
は
伏
見
天
皇
（
一
二
六
五
～
一
三
一
七
、
在
位
一
二
八
七

～
九
八
）
の
宸
翰
消
息
を
集
め
て
継
ぎ
、
そ
の
紙
背
に
銀
泥
で
界
線
を
引
い
て

白
紙
料
紙
と
し
、
金
泥
で
『
法
華
経
』
巻
第
二
【
経
巻
1
】（
図
版
e
）、
巻
第

四
【
経
巻
2
】（
図
版
f
）
を
書
写
す
る
消
息
経
。
巻
第
二
【
経
巻
1
】
は
消

息
二
十
九
紙
、
巻
第
四
【
経
巻
2
】
は
消
息
二
十
四
紙
を
継
ぎ
書
写
さ
れ
る
。

経
文
の
書
写
は
複
数
人
で
一
巻
を
書
写
す
る
寄
合
書
で
あ
り
、
巻
第
二
【
経
巻 図版 b　【経巻 6】法華経巻第七 巻首

図版 c　【経巻 3】法華経化城喩品第七 巻首
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【解説】大雲院の法華経について

『
増
鏡
』
浦
千
鳥
に
は
「
御
手
も
い
と
め
で
た
く
、
昔
の
行
成
の
大
納
言
に
も

勝
り
給
へ
る
な
ど
、
時
の
人
申
し
け
り
。
や
さ
し
う
も
強
う
も
書
か
せ
お
は
し

ま
し
け
る
と
か
や
」
と
評
さ
れ
、
歴
代
天
皇
の
中
で
も
屈
指
の
能
書
と
し
て
知

ら
れ
る
伏
見
天
皇
自
筆
の
経
文
と
消
息
・
花
押
が
表
裏
に
在
す
る
至
宝
と
し

て
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
二
十
六
日
に
は
国
宝
指
定
さ
れ
、
昭
和

二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
八
月
二
十
九
日
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
改
め
て
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
経
典
の
僚
巻
と
し
て
は
巻
第
一
・
三
・
五
が
伝
存
し
て
い
る
。

巻
第
一　

全
長
九
四
六
・
九
㎝
（
消
息
二
十
二
紙
）　

個
人
蔵

巻
第
二　

全
長
一
一
三
二
・
五
㎝
（
消
息
二
十
九
紙
）　

　
　
　
　

重
要
文
化
財　

鳥
取　

大
雲
院
蔵

巻
第
三　

全
長
八
六
五
・
八
㎝
（
消
息
二
十
一
紙
）

　
　
　
　

京
都
国
立
博
物
館
蔵
（
図
版
g
）

巻
第
四　

全
長
九
四
九
・
八
㎝
（
消
息
二
十
四
紙
）

　
　
　
　

重
要
文
化
財　

鳥
取　

大
雲
院
蔵

巻
第
五　

全
長
一
〇
二
九
・
〇
㎝
（
消
息
二
十
六
紙
）　

　
　
　
　

重
要
文
化
財　

京
都　

妙
顕
寺
蔵

　

大
雲
院
所
蔵
の
巻
第
二
・
四
の
表
紙
は
後
補
表
紙
で
あ
り
、
紺
紙
に
金
泥
で

蓮
華
が
描
か
れ
、
見
返
し
に
は
素
地
に
銀
切
箔
・
砂
子
を
散
ら
す
。
な
お
、
妙

顕
寺
所
蔵
の
巻
第
五
は
巻
首
十
五
行
が
伏
見
天
皇
宸
翰
。
紙
背
消
息
は
剥
が
さ

れ
て
い
る
が
、
茶
地
金
銀
箔
野
毛
砂
子
蓮
池
霞
引
き
で
外
題
金
字
打
書
「
□
□

蓮
華
経
巻
第
五
」
の
原
表
紙
（
二
八
・
四
×
二
三
・
五
㎝
）
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
経
典
の
在
り
し
日
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。

　

本
経
典
の
大
雲
院
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の

『
因
幡
国
東
照
宮　

社
領
境
内
堂
舎
等
分
限
書
上
帳
』
に
下
記
の
記
述
が
み
ら

1
】
は
二
十
二
人
、
巻
第
四
【
経
巻

2
】
は
十
七
人
の
筆
跡
が
み
ら
れ

る
。
消
息
経
は
通
常
、
消
息
の
筆
者

で
あ
る
故
人
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、

故
人
の
手
紙
を
集
め
、
そ
れ
に
経
文

を
書
写
、
も
し
く
は
摺
写
す
る
も
の

で
あ
り
、
本
経
の
場
合
は
伏
見
天
皇

が
追
善
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、

両
巻
の
第
一
～
二
紙
は
現
存
す
る
伏

見
天
皇
宸
翰
で
あ
る
『
法
華
経
』（
重

要
文
化
財
、
京
都
、
妙
蓮
寺
蔵
）・

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
一
（
個

人
蔵
）
や
重
要
文
化
財
『
唯
識
三
十

頌
』（
重
要
文
化
財
、
京
都
国
立
博

物
館
蔵
）
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
伏
見
天
皇
の
宸
筆
と
認
め
ら
れ
、
天
皇
が

逆
修
（
生
前
供
養
）
の
た
め
近
臣
と
共
に
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書

写
年
次
は
紙
背
消
息
に
正
和
年
間
（
一
三
一
二
～
一
七
）
の
も
の
が
み
ら
れ
る

こ
と
よ
り
、
晩
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

伏
見
天
皇
は
父
で
あ
る
後
深
草
天
皇
（
一
二
四
三
～
一
三
〇
四
、
在
位

一
二
四
六
～
五
九
）
の
供
養
の
た
め
に
、
父
よ
り
送
ら
れ
た
消
息
を
集
め
、
そ

の
紙
背
に
自
ら
『
法
華
経
』
一
部
を
書
写
し
て
お
り
（
重
要
文
化
財
、
京
都
、

妙
蓮
寺
蔵
）、
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
父
の
消
息
を
集
め
、
高
山
寺
の
恵
琳
に

命
じ
て
『
法
華
経
』
一
部
を
書
写
さ
せ
、
自
身
が
外
題
と
奥
書
を
認
め
て
お
り

（
重
要
文
化
財
『
法
華
経
』、
重
要
文
化
財
『
後
深
草
天
皇
宸
翰
消
息
』、
京
都

国
立
博
物
館
蔵
）、
消
息
経
に
対
す
る
信
仰
が
う
か
が
え
る
。

れ
る
。一　

御
経　

紺
紙
金
泥
法
華
経
左
之
通

薬
王
品
一
巻　
　
　
　
　

後
嵯
峨
院
御
宸
翰

如
来
寿
量
品
一
巻　
　
　

後
光
厳
院
御
宸
翰

法
師
功
徳
品
一
巻　
　
　

光
明
皇
后
御
宸
翰

化
城
喩
品
一
巻　

分
別
功
徳
品
一
巻　

菅
丞
相
御
筆

随
喜
功
徳
品
一
巻　
　
　

光
明
峯
寺
殿
御
筆

第
七
巻　
　
　
　
　
　
　

小
野
道
風
筆

第
二
之
巻　

第
四
之
巻　

万
里
小
路
宣
房
御
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尊
朝
親
王
奥
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
道
親
王
裏
書

分
別
功
徳
品
一
巻　
　
　

无
名
氏

　
　
　

右
者
伯
州
日
野
郡
豪
農　

緒
形
四
郎
兵
衛

　
　
　

第
九
世
良
航
に
附
與
納
社
内

　

こ
れ
ら
の
経
典
は
「
紺
紙
金
泥
法
華
経
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
第

二
・
四
の
第
一
紙
紙
背
に
は
、

（
巻
第
二
）
右
文
詞
〈
数
片
〉
祖
師
青
龍
院
慈
道

　
　
　
　
　

二
品
親
王
真
跡
無
疑
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
弟
（
花
押
）
親
王
記
之

（
巻
第
四
）
此
消
息
〈
数
紙
〉
祖
師
青
龍
院
慈
道

　
　
　
　
　

二
品
親
王
真
翰
無
疑
貽
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遺
塵
（
花
押
）
記
之

と
紙
背
消
息
を
青
蓮
院
門
跡
で
天
台
座
主
も
務
め
た
青
龍
院
慈
道
（
一
二
八
二

～
一
三
四
一
）
の
筆
と
す
る
尊
朝
親
王
（
一
五
五
二
～
九
七
）
の
奥
書
が
み
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
巻
が
書
上
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
第
二
之
巻　

第

図版 d　【経巻 3】法華経化城喩品第七 巻末

図版 e　【経巻 1】
重要文化財 伏見天皇宸翰 法華経巻第二 巻首／紙背消息

図版 f【経巻 2】
重要文化財 伏見天皇宸翰 法華経巻第四 巻首
／紙背消息
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【解説】大雲院の法華経について

四
之
巻　

万
里
小
路
宣
房
御
筆
／
尊
朝
親
王
奥
書
／
慈
道
親
王
裏
書
」
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
り
、
そ
の
来
歴
が
日
野
の
豪
農
、
緒
形
四

郎
兵
衛
に
よ
っ
て
第
九
世
良
航
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

書
上
帳
に
記
さ
れ
る
十
巻
の
筆
者
に
つ
い
て
は
伝
承
筆
者
と
考
え
ら
れ
、
他

に
判
断
す
る
材
料
が
な
く
断
定
は
で
き
な
い
が
、「
第
七
巻　

小
野
道
風
筆
」

は
あ
る
い
は
上
述
の
【
経
巻
6
】
の
こ
と
か
。
ま
た
、「
化
城
喩
品
一
巻　

分

別
功
徳
品
一
巻　

菅
丞
相
御
筆
」
と

あ
る
内
の
「
化
城
喩
品
一
巻
」
は
上

述
の
【
経
巻
3
】
に
該
当
す
る
か
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
緒
形
四

郎
兵
衛
に
よ
り
第
九
世
良
航
へ
寄
進

さ
れ
た
十
巻
の
内
、
大
雲
院
に
は
四

巻
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
「
法

師
功
徳
品
一
巻　

光
明
皇
后
御
宸

翰
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
経

典
が
重
要
文
化
財
「
金
銀
箔
散
料
紙

墨
書
法
華
経
法
師
功
徳
品
」
と
し
て

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
（
図
版
h
）。
本
経
は
『
法
華
経
』

八
巻
全
二
十
八
品
を
一
品
一
巻
と
し

て
全
二
十
八
巻
に
書
写
す
る
一
品
経

の
内
の
一
巻
で
あ
り
、
内
題
は
「
玅

㳒
蓮
華
經
法
師
功
徳
品
第
十
九
」。

尾
題
は
な
し
。
あ
か
ね
色
の
隈
ぼ
か
し
を
施
し
た
料
紙
に
、
金
の
截
金
で
界
線

を
引
き
、
金
・
銀
切
箔
・
砂
子
を
散
ら
し
て
経
文
を
墨
書
す
る
。
天
地
に
は
銀

の
野
毛
も
散
ら
し
、
小
花
唐
草
文
を
摺
り
出
す
華
麗
な
装
飾
経
で
、
能
書
の
手

に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
平
安
時
代
（
12
世
紀
）
の
優
品
で
あ
る
。
大
雲

院
旧
蔵
で
あ
り
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
七
月
に
東
京
国

立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
た
。

　

以
上
、
大
雲
院
が
所
蔵
（
一

部
、
旧
蔵
）
す
る
『
法
華
経
』

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介

し
た
。
大
雲
院
は
数
度
の
火
難

を
経
て
お
り
、
こ
れ
ら
経
典
が

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
所

蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
は
知

り
難
い
。
た
だ
、
書
写
さ
れ
た

時
代
も
場
所
も
異
な
る
こ
れ
ら

の
経
典
が
一
堂
に
会
し
、
現
在

へ
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

大
雲
院
に
対
す
る
厚
い
信
仰

と
、
そ
れ
を
大
切
に
守
り
伝
え

て
き
た
人
々
の
存
在
を
静
か
に

物
語
っ
て
い
る
。
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